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後 女 性 の 骨 塩 減 少 に 対 す る ス イ ミ ン グ の

女 大家 政　 ○ 塚 原 典 子　 戸 田歩　 五 十

効 果

嵐 千 恵　 江 渾 郁 子

食　　 物

的 》　 骨 粗 軽症 は、 特 に 女 性 に お い て、 閉 経 後 エ スト ロ ゲ ン 分 泌 の 減 少 に 伴 っ て 骨 密

低 下 し、 顕 著に 発 生し て く る。 そ こ で、 い か に 骨 塩 減 少を 抑 制し、 骨 粗 軽 症 の 発 症 率

え る か、 そ の予 防 に 大 き な 関 心 が 寄 せ ら れて い る。 本 研 究 で は、 高 齢 者 で も 無 理 な く

な 運 動が で き る 水 中 運 動 ＜ ス イ ミ ン グ ＞ に 注 目 し、 経 経 後 女 性 の 骨 塩 減 少 に 対 す る 影

つ い て 縦 断 的 検討 を 行 っ た。

象・ 方 法 》　 ス イ ミ ン グ ク ラブ の 温 水 プ ール 浴 教室 に 週 一 回 以 上 参 加 し て い る 健 常 な

後 女 性を 対 象 とし た。 こ れ ら 対 象 者を、 ス イミ ン グ を 始 め た ば か り の 初 心 者 群と、 以

ら 継 続的 に 参 加し て い る 継 続 者 群 の 二 群 に 分け、 最 新 の 二 重 エ ネ ル ギ ーＸ 線骨 塩 定 量

DEXA 法、HOLOGIC,flDR-lOOO ） に よ り 第 一 回 腰 椎 骨 密 度（L1  - L 4） 測 定 を 行っ た。 さ ら に

一 年 後 に 第 二 回目 測 定 を 行 い、 比 較 検討 を 試 み た。 ま た、 併 せて 食 生 活状 況 調 査（ 三

の 食 事 調 査 ） お よ び 生 活 活 動量 調 査（ 歩 数 計 に よ る 一 日 平 均 歩 数 ） を 実 施し た。

果 》　 二 群 間 の 腰 椎 骨 密 度 は、 継 続 者 群 の 方 が 平 均 年 齢が 高い にも か か わ ら ず 有 意 に

を 示 し た。 第 二 回 目 も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ、 さ ら に 両 群と も 第一 回 目 よ り も 高 値 傾向

ら れ た。 な お、D   E  X A  法 に よ る 日 本 人 女 性 の 平 均 値（ 浜 松 医 大、 川 崎 医 大 に よ る ）

べ て も 高値 を 示 し た。 ま た カ ル シ ウ ム 摂 取 量 ・ 一 日 平 均歩 数 の 結 果 も 国 民 栄 養 調 査 成

平 成 元 年 ） を 上 回 っ た。　以 上 の 調 査 結 果 より、 充 分 な 栄 養 摂 取 と と も に、 ス イミ ン グ

続 的 に 実 践 す るこ と は、 閉 経 後 の 骨 塩 減 少 の抑 制 に 有 効 な 手 段 で あ る こ と が 示 唆 さ れ

C 162 成長期ラットの骨代謝に及ぼす食事および運動の影響
大阪市大生活科学　○奥田豊子　福岡智子　小川典子　新田千佳子

片山（須川）洋子

［目的］骨粗尼は，その予防や治療法の確立が急がれている老年病である．しかし，若い
世代においても，ダイエットなどの食生活の乱れから，骨塩密度の低下を招くおそれかお
ることが指摘されている．一方，エネルギーやタンパク質の投与量を制限すると，動物の
免疫活性を高め，寿命を延長させることが報告されている．そこで，摂取量，タンパク質
の質や量と自発運動の骨塩代謝に及ぼす影響を，成長期ラットを用いて検討した．

［ 方 法 ］５週齢のS  D 系雄ラットを６群に分けた.   1 群は，解剖後，大腿骨を採取し， レ

メ ータ　MAX RX-1600 を用いて，実験食開始前の骨強度を測定した． 対
照群 には２０ ％
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カ ゼ イ ン 食 を 自 由 に 摂 取 さ せ ， ８ ０ ％ 制 限 食 群 に は ， 同 じ 飼 料 を 対 照 群 の 摂 取 量 の ８ ０ ％

量 と な る よ う に 投 与 し ， 菜 食 群 に は ， 玄 米 ， 野 菜 乾 燥 粉 末 ， ご ま と 食 塩 を 混 合 し た 飼 料 を

投 与 し た.     12.8  % 群 に は ， 菜 食 と タ ン パ ク 含 量 が 等 し く な る よ う　12.8% カ ゼ イ ン 食 を

投 与 し ， 運 動 群 に は,     2 0  %  カ ゼ イ ン 食 を 投 与 し ， 約 １ ヶ 月 間 飼 育 し た ． 運 動 量 は 回 転 式

運 動 量 測 定 機( シ ナ ノ 製 作 所) で ， 大 腿 骨 中 カ ル シ ウ ム 含 量 は 原 子 吸 光 法 で 測 定 し た ．

[ 結 果] 骨 重 量 ， 骨 中 カ ル シ ウ ム 量 ， 骨 強 度 は ， 実 験 食 投 与 前 に 比 較 し ， 全 て の 群 で 有 意
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に 増 加 し た.     8  0% 制 限 食 群 と １ 2  .    8  % カ ゼ イ ン 食 群 で は ， 脂 肪 組 織 重 量 ， 骨 重 量 お よ

び 骨 中 カ ル シ ウ ム 量 は ， 対 照 群 に 比 較 し 有 意 に 低 値 を 示 し た が ， 骨 強 度 は 対 照 群 と 差 を 認
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他の群 より， 有意に低い 値を示した． 菜食群の骨重量当りのカルシウム濃度では，実験食

投与前の値よりも有意に減少した． 運動群では，体重増加量， 脂肪組織重量は， 対照群よ

り有意に低かったが，骨 重量，骨中カルシウム濃度， 骨強度は対照群と差を認めなかっ た．
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